
III. 機構。職員・予算

1. 機構

A. 機構 の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げたとおりである．

中間試験部は，茄礎部の基閃研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規模の試険研究を行なうところで，毎年各部から 2名ずつ選出した委員の組織する特別

研究審議委具会で研究課題を審議選定し，特別の予算をつぎこんで実施している．また受

託研究の一部には中間試験研究になるものがある．

本所の璽要事項は教授総会で決議する．教授総会は教授• 助教授によって組織され，毎

月 1回定期に聞催しているほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行なわ

れる．

協力機関には宇宙航空研• 生研連絡会議がある．

そのほかに所員がそれぞれの専門的立場から組織する各種委員会，連営関係を担当する

諸委員会がある．これらは各部から選出する教授• 助教授または請師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと互選によるものとがある．その種類

は次ページ B.機構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．

大学院

本所で現在教育を受けている大学院学生は新制 174名である．新制大学院は昭和 28年

4 月から開始され，本所の関係する大学院コースは，工学系研究科中の土木・建築•株叶成•

精密・船舶・電気・応用物理・電子・冶金•工業化学・合成化学・化学工学および理学系

研究科中の数学である．

外に会社，官公序，その他一般からの申出により，一定期間，ある事項について研究を

指迎する研究生の制度がある．その規定は咎末 175ページにある．
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B. 構図
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2. 職員

A. 現員 表 (42.4. 1現在）

a. 職種別職員数

I I I I I I 区分教授助教授講師助手技官事務官1教務員l技術員l事務員1技能員鳳門合計

職員数:: I 41 1 10 81 10a' 78 4 54 24 I 28 22 484 

I *12 

＊印併任

b. 諸系浣別戦員数

区分 l 研究系統 l事務系統1技術系統技能労務系統lその他I
I合

教助講研研助技教 事事 技技 技技用 日
職

究
種 教 究 務計務務計術計能務計雇計

担

別授授師当員手官旦 官員 官員 官 員 員 者 ＇計・

! 142141 101 8 48 81 gi 4i243i 761241001 591 54l12s1 24! 231 221 7 i 481 48i 588 
* 12'I  I I I *12 

＊印併任

B. 職員名簿

第 1 部
＊新制による学位

官職 l氏 名 1言業学胃 I卒業年月日 1累吟界胃 I悶
教授 岡本舜三

東大
工，土木 昭 7.3.31 昭23. 2. 191I エ

II 久保田広 理，物迎 11 9. 3. 31 
"18. 2.,21j 6,I I ,, 

II 一色貞文 工，冶金，,11. 3. 31 II 24. 2. II 

N 大井光四郎 理，数学，， 14. 3.31 // 37. 3. ,, 

II 鳥飼安生 ” 物四 1118. 9. 25 1130. 4. 理

／， 宮永五郎 II II 1117. 9.235 0I 11140. 1.11 // 

” 山田嘉昭 II ニエ機械 It20, 9 , II 37, 1. 22エ

，， JLJII 英夫ユ細，，21.'・'11l I I "''・2. 3, ,, 

教併任授 熊谷突夫 理，物四 II 11 9. 3. 3 11 14. 7. 311理

II 玉木章夫 II II If 14. 3. 31 11 26. 4. 11I 1工 I 
I I 

I/ 森 大吉 郎ニエ航搬 1119. 9. 5, 11 36. 9. 5, 11 
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助教投1小瀬輝次璽工精；；；［昭22.,.,：2& o： 'I 昭36.7 ―’

／， 成穎文雄 ／，航原,,20. 9. ,, 37. 2. 20: 理

,, I辻 泰／／物理//25. 3. // 37. 3. ;::・11 // 

,, I根岸勝雄 ,, ,, ,,z6. 3. ,,,37_ 2. 乙U, ,, 

,, I田村重四郎 工，土木 ,, zg. s. 

,, I本間 禎一 金千葉工屈大,,33. 3. 31 I ,, 41. 1. 20;*エ

,, Ii 中 桐滋見贔国.3.28,,,42. 3.3且"

請師岡田恒男工，建 築

” 小倉 磐夫 理， 物理 II,, 29. 3. 311 ,, 34. 3. 311理

第 2 部

教授l小川正義呆← 工j・，造大兵 昭13.3.31 

II I鈴木 弘 ” 機械 // 15. 3. 31 II 26. 4. 111 II 

” I平尾 収 ” 
,, ,, 14. 3. 31 II 29, 3, l/1 II 

II I亘理 厚 ” 航空 II 16. 3. 31 II 27. 4. 4! II 

II I水町長生 ” 機械 ,, 15. 3. 31 1133. 8. bl 11 

,, I田宮 真 ” 舟合升ti 11 16. 12. 25 11 33. 5. 乙！ ” 

,, I松永正久 ” 造兵 II16. 12. 27 II 32. 8. l¥ II 

" I大島康次郎 II II II 17. 9. 25 II 32. 7. 81 II 

” 石原智男ニエ機械 II21. 9. 30 II 30. 5. 27¥ II 

併任
教授

竹中規雄工，機械 II11. 3. 31 II 26. 5. 26¥ II 

I/ 橘 藤雄 II II II 11. 3. 31 II 28. 1. 291 II 

” ！千々岩健児 ニエ機械 ""·9曹',,:'~I ""・1.13,,, ” 安藤良夫 II 船舶 // 20. 9. // 35. 8. 131 // 

助教授植 村 恒 義 ”坦、LI,丘/~ II 19. 9. II 37. 1. 221 II 

” 高椅幸伯 ” 船舶 ,21. 9. ,,,,.12.22,i 1, • ,, 

II I柴田 碧 工，機械 II 28. 3. II 33. 3. 291エ

" I森 政弘
名大 ,, 25. 3.17 // 34. 4. 27 工

,, I川井忠彦
工東， 船電大舶気

II 27, 3, 28 II 37, 3. 31 II 

工，

II I佐藤壽芳 ” 機械 ,, 33. 3. 28 ,, 38. 3. 29I *エ
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部

II 16, 12. 25111 34. 12, 91 田且

// 19. 9. 251 // 39. 3. 161 // 

II 6, 3, 31111 17, 5, 151 II 

II 20. 9. 25 II 34. 11. 201 II 

I 
II 28. 3. 28 II 33. 9. l5j*エ

11 29. 3. 28111 34. 3. 301 11 

II 32. 3. 281 II 37. 3,291 II 

,, 33. 3. 281,, 38. 3. 291 ,, 

,, 33. 3. 28I,, 38. 3. 291 ,, 

,, 34. 3. 281,, 39. 3. 311 ,, 

II 35. 3. 28111 40. 3. 291 II 

”” 
東京文理
大，物理

II 25. 3. 15111 36. 6. 51 Ph.D. 

日大
工，電気

1132. 3. 31 

第 4 部

康大 I I 
エ・応化

昭 8.3.29昭23.6. 3, エ

冶金 II10. 3. 31 II 24. 2. 14 II 

I 
応化 II14. 3. 31 II 29. 8. 191 II 

I/ 

” 

II 37, 3. 281 II 42, 3. 31 ” 
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" I加藤正夫亨冶 羹 1115, 3,3111 27, 7,7[ II 

" I野崎 弘 II 応化 ,, 14. 3. 31 11 32.11. 151 11 

" I雀部高雄 II 冶金 II 11. 3, 31 

" I山辺武郎 II 応化 // 15. 3. 31 11 31. 12. 11 

" I中村亦夫 ’’” // 16. 12. 25 ,, 39. 1. ,, 

”！武藤義一 // // II 16.12. 25 1137. 3. II 

” 今岡 稔 ”” II 16. 12. 25 II 36, 6, II 

併教 任授 山本 と.;u /cj II I/ "13. 3. 31 ,,z7. 4. ,, 

助教授 西川梢一 ニエ冶金 II19. 9. 25 II 36. 7. 311 II 

" I原善四郎 II II II 19. 9, 25 II 37, 3, 191 II 

II I後藤信行 II 応化 II19, 9, 25 II 36, 10, 261 II 

" I河添邦太朗 II II II 19, 9. 25 II 41. 3. 171 II 

II I早野茂夫 II II II 23, 3, 31 II 39, 1. 131 II 

" I明石和夫 ニエ冶金 I/ 26. 3. 31 

" I本多健一 II 応化 II 24. 3. 31 II 36, 10, 26エ

" I妹尾 競ゴー 理，化学 II 28. 3. 28 II 33. 10. 20理

" I竹内 瀕 工，応化 II 29. 3. 28 

II 石田洋一 工，冶金 1134. 3. 281 11 38. 2. 8 I Sc.D 

講師中根千富 ニエ冶金 II23, 3, 31 

第 5 部

東ナ教授星野昌一 ＼昭 6. 3.31昭20.9. 241工
工，建築

” 坪井善勝 II II II 7. 3. 31 II 16. 11. 291 // 

II I星埜 和／／土木 II 9, 3, 31 II 22. 8, 211 II 

II I丸 安隆和 II II II 14, 3. 31 II 26, 11. 261 II 

" I勝田高司 II 建築 // 15. 3. 31 II 27. 1. 251 II 

" I久保度三郎 ニエ土木 II 20. 9. 25 1137, 2,201 II 

" I池辺 陽 工，建築 1117.9.30 1137, 3. 271 II 

” 井口 昌平 ” 土木//16. 12. 25 // 40. 9. 221 // 

鷹 賃 関野 克”建 築 II 8. 3, 31 II 20. 9, 241 II 
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II 高山 英華

助教授I三木五三郎

II 

// 

田中

石井

尚

光
聖

村松貞次郎

II 

” 
II 

欝至＂

／／ 

小林

越

川股

中村

躙高梨

吉田

一輔

正毅

璽也

英夫

晃一

裕

事務長

庶務主任

会 計主 任

業務主任

庶務掛長

人事掛長

厚生掛 長

司計掛長

用度掛長

出納掛長

管理掛長

出版掛長

研究掛長

写真掛長

図 書掛長

千葉実険場
事務掛 長

第 1 部
事務主任

第 2 部
事務 主任

白方

須藤

竹内

黒田

浅見

佐藤

福島

小松

飯塚

島村

石井

水野

滝本

安田

林

宦岡

新屋

満田

東大
工，建築

I 11 9. 3. 31111 24. 7. 301 II 

ニエ土木

II 

之次

諮義

清

英亮

高春

整

重雄

正幸

岩雄

淳吉

三郎

睛明

良雄

良平

良夫

為彦

輝雄

茂

II 19, 9. 25 

建築 I11 21. 9. 301 I/ 31. 12. 301 I/ 

II 

工，土木

11 22. 9. 30111 35. 4. 91 " 

II II II 23, 3. 311 II 36. 9. 51 II 

東 大
工，土木

II 29. 3, 31 

II II II 32, 3, 28 

東北大
工，建築

II 30, 3. 24 II 38. 3. 26/*エ
東ナ
工，土木

¥. II 33. 3. 28 II 41. 9, 221 II 

工，建築 II35, 3, 28 

II 36. 3. 28 

事 務 部

（事務系役付職員）
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第 3 部
事務主任 I石田菌太郎

事第務4主任部 I吉永 忠司

事第務5主任部 i吉永 博文

試作工場

試作鈴木正吾東 大
工場長 （第2部購師） 工，機械

昭14.3.31 

（併任）

年間異動

官 戦氏 名 1発令年月日 /面"'i' 

大野進一 41. 4. 1 助教授に採用

助 手 荒木猷次 ” 請師に昇任

助教授 餡 充 41. 5. 1 工学部教授に昇任

II 武蘇義一 ” 教授に昇任

II 今岡 稔 II // ’’ 
吾n再'" 師 越 正毅 ” 助教授／／

II 川股重也 II II 

" 
助 手 中村英夫 II II ,, 

II 中根千宮 ,, 講師 ,, 

宇宙研助手 長谷部望 ’’ // ‘’ 
助 手 田村重四郎 41. 6. 1 助教授”

講 師 本間禎一 ” " II 

助 手 高梨晃一 II 講師 II 

II 吉田 裕 II ” ‘’ 
講 師 伯野元彦 41. 6. 16 東京工業大学助教授に昇任

助教授 北川英夫 41. 7. I 教授に昇任

助 手 妹尾 学 41. 8. 1 助教授”

" 竹内 薙 " II II 

石田洋一 41. 10. 1 II に採用

c. 旧 職 員

名誉教授 故井口常雄， 瀬藤象二，故友田宜孝， クロ 安生，

岡宗次郎， 渡辺 要， 福田武雄， 高橋武雄，

福田義民

元教授 故森田三郎，故茂木武雄，故吉川晴十， 菱川万三郎，
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松本良一，故釘宮 磐，故岩崎富久，故竹中二郎， 清 水 菊 平

浅岡勝彦， 石川政吉， 山県昌夫， 福田節雄， 南波松太郎

故増野 実， 谷 一郎， 河村正弥， 沼田政矩，故小野 黛

高栂安人，故宮津 純， 兼重寛九郎， 金森九郎，故末岡清市

平田森三， 松下幸雄， 糸川英夫，

元助教授 故原 正人，故吉村貶丸， 堀 武男， 渡辺 惹， 佐応正彦

故内田祥文， 渡辺正雄， 高木 早l!且9 沢田正二， 高月竜男

盟田利幸，故青木 洋，故高尾一郎， 田中一彦， 元 良 誠 三

中西邦雄， 原田正道，故桑井源禎， 小川岩雄， 江口雅彦

石井義郎， 久松敬弘， 仁木栄次， 浜口隆一， 丹羽 登

黒川兼行

西ェ講技官師
佐藤敬夫， 中村康治， 藤森栄二， 梢爪 伸， 富成 襄

伯野元彦

元事務長 岩倉武胴， 伊藤亀吉，故岡本律平， 鈴 木 弥 孝

3. 決算と予算

A. 昭和 40年度歳出決算

金 額 百分率

点>1,公cヽ 額 593,697,390 100. 00% 

戦 員 給 与 327,433,076 55.15 

校 費 223,928,314 37.72 100. 00% 

各研究部研究費 71,507,125 12.04 31. 93 

特別研究費 22,430,000 3.79 10.02 

大学院学生経費 4,376,944 0. 74 1. 95 

研究生経費 85,083 0.01 0.04 

施設運転経費 9,483,600 1. 60 4.24 

設 備 費 40,050,000 6. 75 17.89 

図書購入喪 6,902,300 1. 16 3,08 

出 版 費 4,790,000 0.81 2. 14 

試作工場経費 4,101,000 0.69 1. 83 

職員厚生経費 512,800 0.09 0.23 

試作工場移転費 2,578,200 0.43 1. 15 

共通経費 57,111,262 9.62 25.50 

受託研究費 30,300.000 3,42 

受託研究員費 3,550.000 0.59 

職 員 旅 費 3,483,900 0.58 
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受託研究旅費

各所修繕

各所新営

諸 謝金

留学生研究旅費

講師等旅費

2,000,000 

12,369,000 

390,000 

211,200 

25,000 

6,900} 

0.34 

2.08 

0.07 

0.04 

0.01 

B. 昭和 41年度歳出予算額

総額

識員給与

校 費

各研究部研究費

特 別研究費

大学院学生経毀

研 究生経費

設備費

施設運転経費

図 書購入費

出版費

試作工場経費

職員厚生経費

共通 経 費

受託 研究費

受託研究員費

職員 旅 費

受託研究旅費

各所 修 繕

学校施設費

諸 謝金

金額

652,621,460 

356,987,000 

249,964,660 

79,813,800 

24,400,000 

6,433,000 

147,100 

60,500,000 

9,122,600 

8,648,000 

5,730,000 

4,687,000 

511,500 

49,971,660 

24,300,000 

2,900,000 

4,527,800 

2,000,000 

4,900,000 

6,800,000 

242,000 

百分率

100. 00% 

54. 70 

38.30 

12.23 

3. 74 

0.99 

0.02 

9.27 

1. 40 

1. 32 

0.88 

0. 72 

0.08 

7.65 

3. 72 

0.45 

0.69 

0.31 

0. 75 

1. 04 

0.04 

100. 00% 

31. 93 

9. 76 

2.57 

0.06 

24,20 

3.65 

3.46 

2.29 

1. 88 

0.20 

20. 00 

c. 文部省科学研究費関係（昭和 41年度）

公々
;f,c, 

究

究

究

究

究

研

研

研

研

研

額

関

個

合

験

定

機

各

総

試

特

43,690,000円

24,700,000 

2,280,000 

7,320,000 

7,890,000 , 

1,500,000 
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D. その他の研究費（昭和 41年度）

，ヽ‘
,'｛、)‘‘
 e-”看

額

文部省科学研
究費分担金

奨学交付金

その他の団体，
機関より受けた
研fり厄附i

(B+C+D) 

26,367,370円

1,500,000 

23,695,600 

1,171,770 

722,803,830 

0
8
6
N
6す
ご
4
寸

005-A00• 

9
9
£
 

骰究斤

'
 

の

D
也1
 

のそ

。
叩
只究研

C

学t ̀‘
r
 

序nu 
毀斤p

,
B
 

究升t
 ＇ 

‘.,'’ 円万
0

9

8

7

6

5

4

3

2

I

O

 

ー

千‘,¥ 

$ 
"'!: 
- 0 
,j:j 8 -, -
~& 
ゞヽ

＄尺

互
I斎

, . " ,''.''、''.'
昭年37年
(1~2年）

疇8年 昭嬰9年昭和40年昭叫I年
(1 3年） (1 4年） (1~5年） (1966年）

最近 5ケ年間の諸経費増減比較表
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